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宮之城自動車学校●

●日本特殊陶業

●薩摩郡医師会病院 ●三腰自動車整備工場

●さつま町消防本部

●さつま町役場
328

504

267

●ちくりん館

ＭＡＰ

チューリップ１万本
（さつま町時吉）

　さつま町時吉の休耕田で、約１万本のチュ
ーリップが色とりどりの花を咲かせました。
同地区では地域興しの一環で、毎年栽培に取
り組んでいます。春の風物詩としてすっかり
定着し、多くの見物客が訪れていました。

さつま町時吉チューリップ

平成28年度定期人事異動・新採用職員紹介



２
０
２
２
年  

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

５年に一度開催される全国和牛能力共進会（写真は平成24年に長崎県で開かれた第10回大会）

28
頭
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
価
格
で
せ
り

落
と
さ
れ
る
な
ど
、高
値
で
の
取
引
と
な
り

ま
し
た

　

全
国
和
牛
登
録
協
会
は
３
月
23
日
、
京

都
市
で
理
事
会
を
開
き
、
２
０
２
２
年
に

予
定
し
て
い
る
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
（
和
牛
全
共
）
を
鹿
児
島
県
で
開
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
５
年
ご
と
に
開
か

れ
る
共
進
会
は
、
農
畜
産
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
は
国
内
最
大
級
。
鹿
児
島
県
で
の
和
牛

全
共
は
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）
の
第

２
回
大
会
以
来
52
年
ぶ
り
。
同
じ
県
で
の

２
度
の
開
催
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

３
月
初
め
に
同
協
会
か
ら
県
支
部
に
開

催
要
請
が
あ
り
、
県
支
部
の
評
議
員
や
県

内
Ｊ
Ａ
組
合
長
が
、
合
同
会
議
で
開
催
を

引
き
受
け
る
こ
と
を
正
式
に
受
託
。
会
議

後
に
は
、
伊
藤
祐
一
郎
県
知
事
や
池
畑
憲

一
県
議
会
議
長
に
開
催
へ
の
協
力
を
求
め

て
い
ま
し
た
。

　

永
福
喜
作
県
支
部
長
（
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

組
合
長
）
は
「
子
牛
価
格
は
最
高
水
準
で

推
移
し
て
い
る
が
、
生
産
農
家
の
高
齢
化

に
よ
り
飼
養
戸
数
、
繁
殖
雌
牛
頭
数
の
減

少
が
続
き
、
基
盤
の
脆
弱
化
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
県

開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
生
産
農
家
や

関
係
者
の
意
欲
を
喚
起
し
、
生
産
基
盤
拡

大
の
起
爆
剤
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

生
産
量
日
本
一
の
鹿
児
島
黒
牛
を
確
固
た

る
も
の
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

第
11
回
大
会
は
、
来
年
９
月
７
日
か
ら

11
日
ま
で
宮
城
県
で
開
か
れ
ま
す
。
39
道

府
県
か
ら
史
上
最
多
と
な
る
５
１
７
頭
の

出
品
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿児島県での開催決定

平均85万円超 最高値更新
薩摩中央家畜市場　平成28年4月8日～ 9日

入 場 頭 数 647頭
売 却 頭 数 636頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比
雌 310 300 1,574,640 495,720 813,712 281 2,892 4,973
雄
去 337 336 1,404,000 169,560 887,217 309 2,871 24,636
総 平 均 値 852,545円　　　
前 回 比 13,466円　高値
総 売 上 高 542,218,320円　　　

子牛せり市成績表（税込み）
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マンゴーの収穫が始まり笑顔の生産者

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
マ
ン
ゴ
ー
部
会
は
４
月

14
日
、
さ
つ
ま
町
広
瀬
の
福
岡
喜
一
郎
さ

ん
（
68
）
の
ハ
ウ
ス
で
、
収
穫
祭
を
開
き

ま
し
た
。
昨
年
秋
か
ら
続
い
た
高
温
や
台

風
な
ど
の
影
響
で
着
果
が
少
な
く
、
生
産

量
は
昨
年
の
半
分
の
約
５
㌧
に
な
る
見
込

み
で
す
。
収
穫
は
６
月
上
旬
ま
で
続
き
、

鹿
児
島
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

収
穫
祭
で
は
、
祝
迫
直
人
部
会
長

（
51
）
が
「
昨
年
よ
り
５
㌧
ほ
ど
少
な
い

計
画
だ
が
、
色
が
き
れ
い
で
糖
度
15
度
以

上
の
甘
い
マ
ン
ゴ
ー
が
で
き
て
い
る
。
本

物
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
樹
上
で
熟
し
ネ
ッ
ト

に
落
ち
た
マ
ン
ゴ
ー
を
丁
寧
に
収
穫
し
ま

し
た
。

　

部
会
で
は
生
産
者
４
人
が
64
㌃
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産

物
認
証
」
を
平
成
22
年
か
ら
継
続
し
て
取

得
し
て
い
る
ほ
か
、
24
年
に
は
県
域
ブ
ラ

ン
ド
の
産
地
指
定
を
受
け
、
部
会
員
・
Ｊ

Ａ
・
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
高
品

質
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
・
販
売
に
努
め
て
い

ま
す
。

宮
之
城
ち
く
り
ん
館
に

「
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン

　

さ
つ
ま
町
に
あ
る
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
農
産

物
直
売
所
「
宮
之
城
ち
く
り
ん
館
」
に
４

月
５
日
、
軽
食
を
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

店
内
で
は
焼
き
た
て
パ
ン
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
ケ
ー
キ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
う
ど
ん

な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
手
作
り
の
雑

貨
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
営
業
時
間
は
午

前
９
時
～
午
後
５
時
。

　

販
売
業
務
課
の
花
峯
由
美
係
長
は
「
買

い
物
客
や
家
族
連
れ
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

一
息
つ
く
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

3

色
づ
き
、糖
度
と
も
抜
群ＪＡ北さつまマンゴー部会収穫祭
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伊
佐
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
が
３
月

22
日
、
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
で
あ
り
ま
し

た
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
協
力
で
捕
獲
頭

数
が
大
幅
に
伸
び
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
シ
カ
や

ア
ナ
グ
マ
は
個
体
数
増
加
や
生
息
地
の
拡

大
に
よ
り
、
山
間
部
や
水
田
地
帯
で
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
捕
獲
実
績
（
４
～
10
月
）

は
イ
ノ
シ
シ
３
６
０
頭
、
シ
カ
５
５
４
頭
、

タ
ヌ
キ
87
頭
、
ア
ナ
グ
マ
２
０
６
頭
な
ど
。

い
ず
れ
も
前
年
捕
獲
実
績
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　

会
に
は
市
や
Ｊ
Ａ
、
森
林
組
合
、
猟
友

会
、
鳥
獣
保
護
員
ら
21
人
が
出
席
。
28
年

度
は
電
気
柵
設
置
の
ほ
か
、
鳥
獣
ご
と
の

被
害
発
生
予
察
に
よ
る
捕
獲
活
動
を
行
い
、

農
作
物
へ
の
被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

隈
元
新
協
議
会
長（
伊
佐
市
長
）は「
手

を
尽
く
し
て
い
る
が
被
害
が
減
ら
な
い
の

が
現
状
。
対
策
を
強
化
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

さ
つ
ま
町
泊
野
で
観
光
園
開
園

　

全
国
有
数
の
竹
林
面
積
を
誇
る
さ
つ
ま

町
で
３
月
27
日
、
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
や
霧

島
市
な
ど
か
ら
39
人
が
参
加
し
、
旬
の
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
女
性
グ
ル
ー
プ
が
タ
ケ
ノ
コ
尽
く
し

の
料
理
を
振
る
舞
い
、
参
加
者
を
喜
ば
せ

て
い
ま
し
た
。

　

竹
林
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
で
地
域
活

性
化
を
図
ろ
う
と
、
泊
野
地
区
活
性
化
委

員
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
24

回
目
。
Ｊ
Ａ
、
行
政
関
係
者
も
駆
け
付
け
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
カ
所
の
竹
林
に
分
か
れ
て
、

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
体
験
。
地
面
か
ら
わ
ず

か
に
頭
を
出
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
見
つ
け
る

と
、
夢
中
に
な
っ
て
掘
り
出
し
、
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

福
岡
市
の
山
本
悠
真
君
（
５
）
は
、
伊

佐
市
の
祖
父
母
ら
と
４
人
で
参
加
。
双
子

の
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
当
て
る
と
「
出
た
」

と
大
喜
び
。「
上
手
に
掘
れ
な
く
て
大
変

だ
っ
た
。
筋
肉
が
付
き
そ
う
」
と
、
周
囲

を
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
楽
し
む
参
加
者

テープカットで開園を祝う関係者

タ
ケ
ノ
コ

掘
り
満
喫

捕獲増加も
被害減らず
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平成28年度　定期人事異動（４月１日付）
■部長・考査役級

氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

竹 隈 良 嗣 総合対策部長兼債権対策課
長 総務部総務課考査役

濱 田 　 悟 経済部長 生産部長
木 原 武 彦 生産部長 生産部次長兼農産園芸課長

島 廻 一 也 経済部次長兼燃料自動車課
長

伊佐総合支所長（伊佐担当部
長）

冨 田 　 聡 金融部次長（金融指導課付） 鹿児島県信連
今 福 英 樹 共済部次長兼共済課長 全国共済連鹿児島県本部
竪 山 秀 樹 川内総合支所長（考査役） 樋脇支所長（考査役）
神 丸 孝 治 上川内支所長（考査役） 薩摩支所長（考査役）

森 　 正 二 伊佐総合支所長兼総務経済
課長（考査役） 羽月支所長（考査役）

神 領 浩 行 伊佐総合支所次長兼金融共
済課長（考査役） 伊佐総合支所金融共済課長

■課長・調査役級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

山 之 口 　 仁 経済部生活課長 生産部営農企画課長

西 園 　 誠 金融部金融指導課長 平川支所長代理兼店舗事務
長（金融管理担当）

北 野 正 文 生産部営農企画課長 生産部販売業務課長兼販売
専門員

馬 立 健 次 生産部農産園芸課長 山崎支所長代理（経済担当）
中 島 祥 一 生産部販売業務課長 祁答院支所調査役
森 囿 隆 志 生産部生産資材課長 経済部生活課長
村 田 貴 央 監査室調査役 生産部生産資材課長
木 場 積 幸 総務部総務課調査役 東郷支所長

前 野 美 香 金融部金融指導課調査役（年
金専門員）

金融部金融指導課係長（年金
専門員）

井手之上利弘 生産部営農企画課調査役（青
色申告兼担い手支援担当） 平川支所調査役

有 村 博 実 生産部営農企画課調査役（担
い手支援担当） 鶴田支所長

藤 田 藤 観 畜産部畜産指導課調査役 畜産部畜産指導課係長
上 埜 和 平 鶴田支所長 鶴田支所調査役
山 下 信 久 薩摩支所長 薩摩支所調査役

高 浦 利 和 永利支所長 水引支所次長（店舗事務長・
融資担当）

堂 込 裕 一 東郷支所長 総務部総務課調査役組織整
備担当（川内）

鶴 原 浩 二 樋脇支所長 畜産部畜産指導課調査役
今 村 　 博 羽月支所長 菱刈支所調査役

中 村 浩 久 曽木支所長 共済部共済普及課調査役（伊
佐統括）

黒 木 輝 美 本城支所長 伊佐総合支所総務経済課調
査役

富 園 　 孝 薩摩支所調査役（総合渉外担
当） 薩摩支所調査役

久 米 成 也 祁答院支所調査役（総合渉外
担当） 祁答院支所調査役

西 　 裕 一 郎
川内総合支所総務経済課調
査役（葬祭・ガス・自動車担
当）

監査室調査役

村 松 和 弘 川内総合支所金融共済課調
査役（債権対策兼務） 監査室係長

田ノ上　道夫 菱刈支所調査役（総合渉外兼
年金専門員） 本城支所長

■課長補佐級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

山之口　聖明 東郷支所次長（経済担当） 高江支所次長兼店舗事務長

西 　 孝 三 監査室課長補佐 生産部販売業務課長補佐（宮
之城ちくりん館長）

髙 田 竜 一
平川支所長代理兼店舗事務
長（金融管理担当・課長補佐
待遇）

総合対策部債権対策課長補
佐（審査担当）

■係長級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

長 倉 　 敏 郎 総務部総務課係長 経済部燃料自動車課係長（羽
月ＳＳ長）

松 本 　 拓 経営企画室経営企画課係長
（コンプライアンス専任）

総務部総務課主任（県中央会
出向）

下 野 　 憲 一 総合対策部債権対策課係長
（審査担当）

生産部営農企画課係長（青色
申告兼担い手支援担当）

仮屋原　泰子 金融部金融課係長 総務部総務課係長
内之倉　武士 共済部共済普及課係長 経営企画室経営企画課係長
折小野　美紀 共済部共済課係長 共済部共済事務課係長
市 成 　 洋 共済部事故相談課係長 共済部事故相談課主任

中 原 　 昭 浩 共済部事故相談課係長 共済部共済普及課主任（さつ
ま担当）

山 口 　 悟
生産部営農企画課係長（水田
ビジョン・担い手支援対策川
内担当兼米穀販売精算担当）

生産部農産園芸課川内営農
センター係長（販売生産担当
兼雅せせらぎ館長）

谷 口 　 康 寛 生産部農産園芸課係長（営農
指導員・茶担当）

生産部農産園芸課主任（営農
指導員・茶担当）

平 田 　 英 樹 生産部農産園芸課川内営農
センター係長（営農指導員）

生産部農産園芸課川内営農
センター主任（営農指導員）

花 峯 　 由 美 生産部販売業務課販売係長 生産部販売業務課主任
上 村 　 良 平 平川支所経済課長 平川支所主任

宮之下　正子 鶴田支所渉外担当課長兼年
金専門員 鶴田支所係長

上 野 　 真 一 樋脇支所金融課長兼店舗事
務長

樋脇支所主任（店舗事務長・
融資担当）

井手口　隆志 伊佐総合支所総務経済課係
長 総務部総務課係長

古 里 　 成 子 菱刈支所金融課長兼店舗事
務長 羽月支所係長

■主任級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

福 留　 龍 蔵 経済部燃料自動車課主任（羽
月ＳＳ長）

経済部燃料自動車課主任（太
田ＳＳ長）

松ヶ野　晴己 金融部金融課主任 金融部金融課主任（鹿児島県
信連出向）

宮 囿　 利 一 金融部金融課主任（融資渉外
担当）

金融部金融課（融資渉外担
当）

舟 倉　 志 保 金融部金融課主任 金融部金融課

上 村　 理 恵 金融部金融課主任兼店舗事
務長 金融部金融課（店舗事務長）

得 永　 草 子 共済部共済事務課主任 共済部共済課主任

萩 原　 聡 共済部共済普及課主任（川内
担当）

共済部共済普及課（川内担
当）

大 山　 直 毅 生産部農産園芸課主任（集荷
場担当） 生産部農産園芸課主任

森 山　 友 和 生産部農産園芸課主任（営農
指導員見習） 菱刈支所主任（店舗事務長）

川 口　 哲 也 生産部農産園芸課伊佐営農
センター主任（営農指導員）

生産部農産園芸課伊佐営農
センター（営農指導員）

池 山　 聖 也 生産部販売業務課主任（宮之
城ちくりん館長） 薩摩支所主任

大 山　 満 洋 山崎支所主任（経済担当） 総務部総務課主任

玉 利　 伸 一 薩摩支所主任（総合渉外・経
済担当） 薩摩支所主任

橋之口　靖志 祁答院支所主任（経済担当） 経済部燃料自動車課（本所Ｓ
Ｓ担当）

田 中　 優 子 水引支所主任兼店舗事務長 樋脇支所（共済担当）

※主任級以上
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氏　名
●配属部署
●趣味・特技

青
あおやま

山　愛
ま な み

美
●川内総合支所金融共

済課
●ダンス

兼
かね

　涼
す ず か

香
●川内総合支所金融共

済課
●バレー、バスケ

成
な る お

尾　紗
さ や か

弥佳
●隈之城支所
●音楽鑑賞

片
かたおか

岡　葵
あおい

●金融部金融課
●野球

市
い ち の

野　広
ひ ろ き

樹
●東郷支所
●ランニング、釣り

祁
け ど う い ん

答院　稔
と し き

記
●生産部農産園芸課
●読書、水泳、書道

木
こ ば

場　祐
ゆ う き

貴
●生産部農産園芸課
●音楽鑑賞

萩
はぎはら

原　慧
けいすけ

輔
●経済部農業機械課
●スポーツ全般

大
おおやま

山　栄
さかえ

●畜産部畜産指導課
●ゴルフ

　ＪＡ北さつまの入組式が４月１日、ＪＡ本所であ
り、新採用職員９人が希望に胸を膨らませ、社会人
としての第一歩を踏み出しました。
　式では、永福喜作組合長が「明るく楽しく、前向
きに仕事に励んでもらいたい。みんなの活躍を期待
している」と激励しました。
　辞令を受け取り、新採用職員も決意を新たにして
いました。

新採用職員９人が入組

長い間
お世話になりました

13人が定年退職

米盛　修司（経済部長）
村上　一徳（経済部次長兼燃料自動車課長）
田島　道久（総務部総務課調査役）
巻木　伸介（監査室調査役）
別府　充幸（経済部農業機械課調査役）
東　政憲（薩摩支所調査役）
小原　幸雄（川内総合支所長）
井ノ下　正明（永利支所長）
三角　芳伸（共済部共済普及課調査役）
宮里　春喜（上川内支所長）
上野　博孝（生産部川内営農センター主任）
梶木　利明（総合対策部長兼債権対策課長）
丸目　英樹（経済部燃料自動車課菱刈給油所長）

米盛　修司

東　政憲

宮里　春喜

村上　一徳

小原　幸雄

上野　博孝

田島　道久

井ノ下　正明

梶木　利明

巻木　伸介

三角　芳伸

丸目　英樹

別府　充幸
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北さつま
東西南北

　

伊
佐
市
転
入
教
職
員
着
任
式
が
４
月
４

日
、
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
特
産
の
「
伊
佐
米
」

を
贈
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
着
任
し
た

58
人
の
教
職
員
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
猩
々
義
秋
Ｊ
Ａ
常
務
が
出
席
。「
伊

佐
の
米
は
３
年
連
続
『
特
Ａ
』
を
取
得
し
て

い
る
。
地
元
の
農
産
物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
、

子
ど
も
た
ち
に
地
産
地
消
を
勧
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら
の
贈
り
物
に
教
職
員
も
大
喜

び
。「
お
い
し
い
米
や
野
菜
を
食
べ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
せ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊
佐
市
転
入
教
職
員
着
任
式

Ｊ
Ａ
も
特
産
の

伊
佐
米
贈
り
歓
迎

　

薩
摩
川
内
市
家
族
経
営
協
定
締
結
合
同
調

印
式
が
３
月
23
日
、
同
市
樋
脇
町
市
比
野

の
「
ひ
が
し
農
園
」
直
売
所
で
あ
り
ま
し
た
。

真
っ
赤
に
咲
い
た
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
下
で
、

３
組
の
夫
婦
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
東
清
和
さ
ん
（
68
）、

孝
子
さ
ん
（
65
）
夫
婦
は
、
安
心
・
こ
だ
わ

り
の
イ
チ
ゴ
作
り
を
目
指
し
、
経
営
理
念
や

労
働
時
間
な
ど
に
つ
い
て
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
清
和
さ
ん
は
「
文
書
に
す
る
と
認
識
を

新
た
に
で
き
る
。
観
光
農
園
で
お
客
さ
ん
の

笑
顔
に
触
れ
、
楽
し
く
農
業
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
り
、
調
印
式
に
立
ち
会
っ
た
関

係
者
も
「
家
族
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
魅
力
的
な
農
業
経
営

を
目
指
し
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
な
ど
に

つ
い
て
、
家
族
間
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
て

決
め
ま
す
。
同
市
で
は
既
に
30
組
の
家
族
が

協
定
を
結
び
、
経
営
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

薩
摩
川
内
市
家
族
経
営
協
定

３
組
の
夫
婦
が

協
定
書
に
調
印

　

田
の
神
さ
あ
が
、
年
に
一
度
宿
を
引
っ

越
す
「
田
の
神
戻
し
」
が
４
月
10
日
、
薩

摩
川
内
市
祁
答
院
町
藺
牟
田
で
あ
り
ま

し
た
。
五
穀
豊
穣
と
子
孫
繁
栄
を
願
い
、

１
５
０
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行

事
。
多
く
の
見
物
人
が
集
ま
り
、
引
っ
越

し
の
様
子
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

田
の
神
さ
あ
を
１
年
間
預
か
っ
た
森
木

義
隆
さ
ん
（
38
）
は
「
家
族
全
員
が
健
康

で
過
ご
せ
た
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も

ふ
れ
あ
え
て
良
か
っ
た
。
無
事
に
送
り
出

せ
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
」
と
話
し
、
田
の

神
さ
あ
を
笑
顔
で
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
に
は
、
顔
に
ヘ
グ
ロ
（
す

す
）
を
塗
っ
た
田
の
神
さ
あ
の
分
身
10
人

が
付
き
従
い
、
新
居
の
黒
木
正
治
さ
ん
宅

へ
向
か
い
ま
し
た
。
道
中
で
は
池
の
ほ
と

り
や
レ
ン
ゲ
畑
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
花
か

ご
に
乗
せ
ら
れ
た
田
の
神
さ
あ
を
囲
ん
で
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

ＪＡからの贈り物に転入教職員も大喜び

３
組
の
夫
婦
が
家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し
た

田
の
神
さ
ん
を
囲
ん
で
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た  

薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町
藺
牟
田

田
の
神
さ
あ
が
お
引
っ
越
し
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ
た
４

月
６
日
朝
、
さ
つ
ま
町
で
５
０
０
人
街
頭
立

哨
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
職

員
も
参
加
し
、
通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
を
訴
え
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
町
内
各
地
で

実
施
。参
加
者
は「
運
転
中
は
緊
張
感
を
」「
子

ど
も
と
高
齢
者
を
守
ろ
う
」
な
ど
と
書
か
れ

た
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
山
崎
の
内
田
三
郎
さ
ん
（
78
）

の
竹
林
で
４
月
５
日
、
13
本
連
な
っ
た
タ
ケ

ノ
コ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。「
20
年
ほ
ど
栽

培
し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で

び
っ
く
り
し
た
。
少
し
得
し
た
気
分
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
林
で
収
穫
作
業
中
に
、
４
つ
の
え
ぼ
し

が
あ
る
の
を
発
見
。「
え
ら
い
頭
が
あ
ん
な
」

と
不
思
議
に
思
い
、
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
慎

重
に
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
20
～
30
㌢
ほ
ど
の
タ

ケ
ノ
コ
が
次
々
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

内
田
さ
ん
は
昨
年
８
月
か
ら
、
Ｊ
Ａ
営
農

指
導
員
の
す
す
め
で
毎
月
１
回
硫
安
を
ま
い

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
年
は
管
理
が
良
か
っ
た
の
で
、
１
本

の
根
か
ら
い
っ
ぱ
い
出
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
タ
ケ

ノ
コ
は
、
加
工
用
と
し
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
た

そ
う
で
す
。

さ
つ
ま
町
の
内
田
さ
ん

13
本
連
な
っ
た

タ
ケ
ノ
コ
発
見

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
０
０
人
立
哨

安
全
運
転
訴
え
る

　

伊
佐
市
大
口
山
野
の
浜
田
梨
園
で
、
梨
の

花
が
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
80
㌃
の
農
園
を

純
白
に
染
め
て
お
り
、
園
主
の
中
村
真
さ
ん

（
61
）
ら
は
連
日
、
着
果
調
整
の
た
め
花
摘

み
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
「
幸
水
」
や
「
新
高
」
な
ど
７

品
種
約
２
０
０
本
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
中

村
さ
ん
は
「
今
年
は
例
年
よ
り
開
花
が
４
～

５
日
遅
い
が
、
花
付
き
が
良
く
受
粉
も
順
調

そ
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
脇
芽
を
積
む
芽
か
き
や
摘
果
、
袋

掛
け
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
８
月
初

旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
観
光
農
園
と
し
て

梨
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

伊
佐
農
業
公
社
の
第
12
期
研
修
生
修
了
式

が
３
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
伊
佐
総
合
支

所
で
あ
り
、
１
年
間
研
修
を
積
ん
だ
吉
永
裕

一
郎
さ
ん
（
44
）
に
修
了
証
書
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
産
牛
と
水
稲
の
栽
培
に
取
り
組
む
吉
永

さ
ん
は
「
研
修
で
得
た
知
識
を
基
に
、
１
日

も
早
く
一
人
前
の
農
家
に
な
り
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
、
隈
元
新
理
事
長
（
伊
佐
市
長
）

ら
も
激
励
の
言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
第
13
期
研
修
生
の
入
所
式
も
あ

り
ま
し
た
。研
修
生
は
徳
田
大
士
さ
ん（
39
）、

竹
内
三
志
さ
ん
（
32
）、
久
保
仁
さ
ん
（
22
）

の
３
人
で
、
い
ず
れ
も
ネ
ギ
の
栽
培
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
竹
内
さ
ん
は
「
目
指
す
は
一

番
。
頑
張
っ
て
良
い
物
を
作
り
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

伊
佐
市
の
浜
田
梨
園

満
開
を
迎
え

花
摘
み
大
忙
し

伊
佐
農
業
公
社
研
修
生

１
日
も
早
く

一
人
前
の
農
家
に

着果調整のため花摘みが行われました

研修を終えた吉永さん（手前左）。奥が13期生の３人

横断幕やのぼり旗を持って並び、安全運転を呼び掛けました

13
本
連
な
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
見
つ
け
た
内
田
さ
ん
夫
妻
。

収
穫
す
る
の
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
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ほほえみ通信
～女性部のひろば～絆

人間ドックのご案内

　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康診断
として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立てて
ください。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所福
祉課（０９９６）５３－１１３１、川内総務経済
課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経済課
（０９９５）２４－２６０７へ。

受診日 支所名 コース 募集人員
５／９ 入来 一般 ５人
５／９ 入来 女性 １０人

５／１２ 樋脇 一般 ５人
５／２３ 川内 一般 ５人
５／２３ 川内 女性 ５人
５／２４ 伊佐 一般 １０人
５／３１ さつま 一般 １５人
６／１４ 川内 一般 ５人
６／２７ 樋脇 一般 ５人
６／２７ 樋脇 女性 ５人

　第６回ＪＡ北さつま女性組織協議会総会並びに家の
光大会が４月１日、ＪＡ本所でありました。新ＪＡ女
性の歌「明日輝くために」を出席者全員で斉唱した後、
協議に移り、平成28年度活動計画や新規約の制定な
ど議案５件を原案通り承認しました。
　役員改選では、新会長に宮元泰子さん（さつま川内
支部）、副会長に西律子さん（伊佐支部）、会計に逆
瀬川タカ子さん（さつま支部）を選びました。
　28年度は、ＪＡ女性組織３カ年計画「ＪＡ女性　
ふみだす勇気　学ぼう　伝えよう　地域とともに！」
の実践初年度です。「お母ちゃんの味」継承活動の実
践や、新たな仲間づくりに向けた活動の拡大、ＪＡ運
営の積極的な参画、フレッシュミズ活動の促進などに
取り組みます。
　総会後には家の光読書会があり、全国家の光大会に
出場した花峯都紀子さんが体験発表を行いました。

● 新会長に宮元さん ●

議案５件を原案通り承認しました

宮元会長

薩摩川内市一般介護予防事業・ＪＡ北さつま介護予防教室

みやびわいわい広場
　ＪＡ北さつまでは、薩摩川内市からの委託を受け、川
内総合支所で65歳以上の方々を対象に、その人の能力
に応じて自立した生活ができるよう、介護予防教室を
開催しています。
　友達・仲間同士で健康づくりに取り組みませんか。男
女問わず多くの方々の参加をお待ちしています。
☆対 象 者　原則、介護保険の被保険者
　　　　　　（主には65歳以上の方）
☆開催場所　ＪＡ北さつま川内総合支所２階
☆開催日時　毎週　月曜～金曜日　午前９時30分～
　　　　　　（土・日・祝日は休み）
☆参 加 費　１人500円／日
■問い合わせ　川内総合支所総務経済課（0996−27−
0191）、または福祉センター（0996−21−3106）まで。
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大玉トマト作り成功のポイント

　

ト
マ
ト
に
は
豊
富
な
栄
養
分
や
リ
コ

ピ
ン
の
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
が
ん
や

動
脈
硬
化
の
予
防
効
果
も
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
う
ま
味
成
分
で
あ
る
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
を
極
め
て
多
く
含
み
、
食
味
を

豊
か
に
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
く
れ
ま

す
。
生
食
や
煮
物
を
は
じ
め
用
途
は
幅

広
く
、
毎
日
の
み
そ
汁
の
具
に
し
て
も

楽
し
め
ま
す
。

　

種
類
は
大
玉
系
、
中
玉
（
ミ
デ
ィ
）

系
、
小
玉
（
ミ
ニ
）
系
と
あ
り
、
改
良

が
進
み
実
に
多
彩
な
品
種
が
出
回
っ
て

い
ま
す
が
、
作
り
こ
な
し
た
い
の
は
何

と
い
っ
て
も
大
玉
系
で
す
。
育
て
方
が

難
し
い
だ
け
に
、
成
功
の
喜
び
は
ま
た

ひ
と
し
お
で
す
。

　

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
4
点
で
す
。

作
業
の
順
を
追
っ
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

（
1
）
元
肥
の
施
し
方

　

ト
マ
ト
の
根
系
は
、
土
中
で
縦
型
に

深
く
分
布
す
る
の
で
、
こ
れ
を
し
っ
か

り
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
過
乾
、
過

湿
に
耐
え
る
健
全
な
育
ち
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
各
花
房
の
果
実
を
確
実
に
着

果
、
肥
大
さ
せ
、
尻
腐
れ
や
裂
果
な
ど

の
障
害
を
防
げ
ま
す
。
2
列
植
え
の
畝

の
中
央
に
、
幅
40
ｃ
ｍ
、
深
さ
30
ｃ
ｍ

ぐ
ら
い
の
溝
を
掘
り
、粗
大
有
機
質（
稲

わ
ら
、
刈
り
草
、
芋
づ
る
な
ど
の
中
熟

堆
肥
）、
油
か
す
、
化
成
肥
料
な
ど
を

早
め
に
施
し
ま
す
。

（
2
）
大
苗
に
し
て
定
植

　

育
苗
は
4
号
ポ
リ
鉢
で
8
〜
9
葉
展

開
ま
で
行
い
、
1
〜
2
花
開
花
し
て
か

ら
畑
に
植
え
出
し
ま
す
。
確
実
な
着
果

を
図
る
に
は
着
果
ホ
ル
モ
ン
（
ト
マ

ト
ー
ン
50
倍
液
）
の
散
布
が
お
勧
め
で

す
。
小
苗
定
植
で
は
後
の
生
育
バ
ラ
ン

ス
が
極
め
て
取
り
に
く
い
で
す
。

（
3
）
追
肥
の
適
期
を
守
る

　

早
く
施
し
過
ぎ
る
と
窒
素
成
分
が
効

き
過
ぎ
、
茎
葉
の
徒
長
を
招
き
ま
す
。

第
1
花
房
の
確
実
な
肥
大
を
見
届
け
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
果
実
の
横
径
が

5
〜
6
ｃ
ｍ
以
上
に
な
っ
た
こ
ろ
が
目

安
で
す
（
施
肥
量
は
1
株
当
た
り
油
か

す
ま
た
は
有
機
配
合
大
さ
じ
4
杯
、
化

成
肥
料
大
さ
じ
3
杯
ぐ
ら
い
）。
そ
の

後
生
育
の
様
子
を
見
て
15
〜
20
日
に
1

回
ぐ
ら
い
同
量
を
施
し
ま
す
。
梅
雨
中

は
与
え
な
い
こ
と
で
す
。

（
4
）
芽
か
き
、
薬
散
を
遅
れ
ず
に

　

脇
芽
の
伸
び
は
極
め
て
早
い
の
で
、

3
〜
4
ｃ
ｍ
の
長
さ
に
伸
び
る
前
に
必

ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
、

少
な
く
て
も
1
日
置
き
で
す
。
特
に
5

〜
6
段
以
上
も
長
期
に
取
り
続
け
る
場

合
は
、
摘
心
し
た
上
に
出
る
物
も
必
ず

取
り
ま
す
。

　

病
害
虫
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
初
発

生
は
局
部
的
で
す
の
で
、
早
期
に
適
応

薬
剤
を
正
し
い
利
用
法
で
散
布
し
て
防

ぎ
ま
す
。

こんに
ちはAコープです!

　3月23日、姶良市文化会館「加音ホール」にて行わ
れました。
　店舗利用者懇談会とは、日頃よりＡコープをご
利用いただいているお客様の中からモニターに
なってもらい、店舗に対するご意見、ご要望をいた
だいたり、取扱商品の研修会や、生産者との交流会
などを実施する会です。
　今年も、県下68店舗の店舗利用者懇談会会員の
皆様と生産者の方々に集まっていただき、Ａコー
プの取り組みのご報告や講演会、お楽
しみ抽選会を行いました。

会員の皆様への資料と
参加賞のＡコープマーク品詰合わせ

　ＪＡ鹿児島きもつき根占支
所生産者でＡコープなんぐう
店に出荷していただいており
ます竹之内さん。現在は、共済
組合理事･農業委員･地元の老
人会長を兼任され、地域との
つながりを重視した取り組み
をされ、奥様と一緒になって
地域農業に大きく貢献されて
います。今回は自身の農業に
ついて、楽しくお話をしてい
ただきました。
　ありがとうございました。

　今年も、生産者の中よ
り、Ａコープに貢献した
方々に対して感謝状が贈
られました。

左：市園　和昭様
中：江口　明雄様
右：松永　稚加子様

第32回店舗利用者懇談会会員の集い

表彰式

生産者代表取り組み発表
講演者　竹之内　勝男さん

総勢768名。
ＪＡ北さつま管内8店
舗から、58名の会員の
方が参加されました。



キラリ
輝く☆農
山
やました

下　智
ともひろ

広さん
薩摩川内市樋脇町

<経営品目>
　☆茶　15ha
　☆大麦若葉　２ha

元気な茶園づくり目指す
　

静
岡
県
の
野
菜
茶
業
研
究
所
で
２
年
、
お

茶
の
問
屋
で
２
年
半
、
栽
培
・
製
造
・
加
工

に
つ
い
て
研
修
を
積
み
就
農
。
幼
い
こ
ろ
か

ら
茶
業
を
継
ご
う
と
決
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
「
や
ぶ
き
た
」「
さ
え
み
ど
り
」

な
ど
10
品
種
ほ
ど
栽
培
し
て
お
り
、
昨
年
か

ら
は
お
茶
の
機
械
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
と
い

う
こ
と
で
、
大
麦
若
葉
の
生
産
を
始
め
ま
し

た
。

■
良
い
芽
が
出
て
順
調
に
生
育

　
「
今
年
は
取
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

が
、
霜
の
害
も
な
く
良
い
芽
が
出
て
順
調
に

育
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
最
高
の
出
来
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
は
一
番
茶

が
４
月
18
日
か
ら
始
ま
り
、
二
番
茶
、
三
番

茶
、
秋
冬
晩
茶
と
10
月
い
っ
ぱ
い
続
き
ま
す
。

昨
年
は
霜
害
で
収
量
、
価
格
と
も
下
が
っ
た

こ
と
か
ら
「
今
年
は
量
・
単
価
・
品
質
に
期

待
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
茶
園
か
ら
は
元
気
な
芽
が
出
て

く
る
」。
お
茶
の
木
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な

い
よ
う
病
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
、
整
枝
の

仕
方
に
も
工
夫
す
る
な
ど
適
期
管
理
に
努
め
、

元
気
な
茶
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

若
手
生
産
者
で
作
る
「
一
芯
五
葉
会
」
の

会
長
を
務
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
試
飲
販
売
や

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
ま
た
、
冬
に
は
う
が
い

用
の
お
茶
を
市
内
の
保
育
園
や
小
学
校
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
で
一
番
お
い
し
い
お
茶
」
を
作
る

の
が
目
標
。「
収
穫
が
始
ま
る
と
深
夜
ま
で

作
業
が
続
く
の
で
、
し
っ
か
り
体
調
を
整
え

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
で
お
い
し

い
お
茶
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（1） タケノコの根に近い側は1.5cm厚さに4枚切り、残りは食べやすい大き
さに切る。ナガイモは皮をむき1.5cm厚さに4枚切る。長ネギはナガイ
モと同じ長さに8本切る。シイタケは石突きを取る。

（2） フライパンを温めごま油を熱し、まずタケノコ、ネギ、シイタケの両面を
焼き、火が通ったらナガイモも加えてさっと焼く。

（3） タケノコの上にナガイモ、ネギ2本、シイタケの順に重ねチーズを載せる。
（4） アンチョビをほぐし、しょうゆ、酒、みりん、水と一緒に合わせておき、

（3）に加えてふたをする（弱火）。
（5） チーズが溶けたら器に盛り付け、お好みでピンクペッパーを振る（さん

しょうや黒こしょう、七味唐辛子などでも代用可能）。

ゆでタケノコ（小さめ）……1本
ナガイモ……………6 〜 7cm
長ネギ………………………1本
シイタケ……………………4個
溶けるチーズ………………15g
アンチョビ…………………1片

ごま油…………………大さじ1
しょうゆ………………大さじ1
酒………………………大さじ1
みりん…………………小さじ1
水………………………大さじ1
ピンクペッパー…………適量

作り方

材　料（4個分）

タケノコと野菜の重ね焼き

12

　旬のタケノコと丸い野菜を焼き・重ねる、和とイタリ
アンのコラボです。野菜たちの異なる食感と甘さ・香り
などがお口いっぱいに広がります。アンチョビとチーズ
の塩味がアクセントになりご飯もお酒も進みます。ナガ
イモのシャキッと感を生かすため、後から焼きましょう。

point

1食当たり

約114kcal

新鮮食材で楽しくクッキング



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

13

二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■タテのカギ ■ヨコのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は5月25日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

アサガオの芽が出て──が開いた
牛や豚、羊、ヤギなど
液体が気体に変わること
名画『叫び』を描いた画家
枝に似た形の虫
五七五七七などの形式で作られま
す
──を尽くして天命を待つ
力士が土俵にまくもの
腕や手首に機器を付けて測ります
鳥を使う伝統的な漁法
生き腐れするといわれるほど傷み
やすい魚
花が開く一歩手前の状態
千葉県にある──国際空港

こいのぼりと一緒に泳ぎます
──漬けは福岡県、熊本県の名産
品
アルミ、スチールに分けてリサイ
クル
魚のすり身を棒に巻き付けて焼き
ます
デリカシーがありません
白や紫の花が房になって下がりま
す
アヤメに似た花が咲きます
名を捨てて──を取る
懸賞の──はがきを書いた
潮干狩りで採れる貝の代表格
くしやブラシでとかすもの

1
3
5
6
7
9

11
13
15
17
19

20
21

1
2

3

4

6
8

10
12
14
16
18

　第１回理事会を３月31日に開き、次の事項
について協議しました。

【議案】
①平成27年度末決算検討及び剰余金処分に
ついて
②平成28年度事業収支計画について
③第３次中期３ヵ年事業収支計画について
④第５次経営改善計画の取り組みについて
⑤総代選出のすすめ方について
⑥総代選挙管理者・立会人等の指名について
⑦女性総代の選出について
⑧平成28年度コンプライアンス実施計画に
ついて
⑨平成27年度全般統制・不祥事未然防止行動
計画実施報告及び平成28年度全般統制・不
祥事未然防止行動計画について
⑩平成28年度固定資産取得計画について
⑪平成28年度余裕金運用について
⑫定款等の一部変更について
⑬管理規程の一部改正について
⑭厚生連の施設整備にかかる資金拠出につい
て
⑮信用事業規程の一部変更について
⑯ＪＡバンク基本方針の変更について
⑰組合員に対する貸付について
⑱鹿児島県経済農業協同組合連合会が農業経
営事業を実施することに対する同意につい
て
⑲固定資産取得について
⑳農産物検査業務規程の一部改正について

【報告】
①平成27年度コンプライアンス実施計画の
実践評価について
②苦情報告について（平成27年12月～平成28
年２月）
③平成27年度内部監査年間報告及び実務活
動報告について
④平成27年度全国監査機構期末監査Ⅱの日
程について
⑤事務ミス等の発生状況について
⑥平成28年２月末余裕金運用状況報告につ
いて
⑦平成27年度末組合員の加入及び脱退の状
況について
⑧平成27年度末資産査定結果について
⑨(有)川内くみあい福祉センターの経営状況
について
⑩平成28年度ＪＡ北さつま「春の農作業事故
防止強化運動月間」実施要領について
⑪貸出金種類別利率一覧表の変更について
⑫子牛・成牛せり市実績について

理事会だより

応募方法

３月号当選者発表 ４月号の解答

当選者は６月号で発表します。

　3月号「パズル？　頭の体操」当
選者は次の方々に決まりました。

おめでとうございます。

▽石橋郁美さん ▽森山百合子さん

▽徳重畩次さん ▽山元さちゑさん

▽井上悦子さん ▽鎌田さち江さん

▽北林富男さん ▽川畑マツ子さん

▽小薗吉宏さん ▽瀬平紀美代さん

サ ク ラ ソ ウ
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年金無料相談会
　年金についての無料相談会を開催いたします。
社会保険労務士がお答えしますので、お気軽にご
相談ください。

地 区 開催場所 開　　催 日　　時

さつま 山 崎 支 所 5月11日（水） 9:30 ～ 12:00

川　内 樋 脇 支 所 5月18日（水） 9:30 ～ 12:00

伊　佐 伊佐総合支所 5月20日（金） 10:00 ～ 12:00

【伊佐地区】　伊佐総合支所
５月１５日（日）　９：００～１５：００　
【川内地区】　入来支所
５月２２日（日）　９：００～１５：００　

　各種ローンについての無料相談会を開催
いたします。お気軽にご相談ください。

ローン相談会

生活課よりお知らせ
　ＪＡ広報誌３月号で、電器製品の購入につ
いて、エディオン鹿児島大口店との業務提携
をお知らせいたしましたが、同店は５月22日
（日）で閉店することになりました。
　店じまいセールが５月13日（金）～ 22日ま
で開催されます。ＪＡ口座から購入代金の引
き落としも可能ですのでご利用ください。

問い合わせ先　JA北さつま担い手支援室（℡0996-53-3907）　伊佐総合支所総務経済課（℡0995-22-1431）

春の農作業安全運動中！
安全第一、今日もニコニコ無事カエル！

労災保険への
加入はお済みですか？

労災保険は、労働者のケガや病気・死亡に対する補償制度です。
また、加入義務のない自営農業者でも、一定の要件のもとに特別加入という形で労災
補償を受けることができます。

療養補償給付
療養給付

●農作業事故によるケガや病気を病院等で治療する場合
　必要な治療が無料で受けられます。補

償
内
容
の
一
例

休業補償給付
休業給付

●農作業事故によるケガや病気の治療のため労働することができない日
　が４日以上となった場合
　休業４日目以降、休業１日につき給付基礎日額の80%が支給されます。

障害補償給付
障害給付

●農作業事故によるケガが治った後に障害等級に該当する障害が残った
　場合
　障害の程度に応じた年金または一時金が支給されます。

お盆フェア開催のお知らせ
　知っているようで、意外と分からないことが多い
のが初盆です。ＪＡでは準備に関するあらゆるサー
ビスとお手伝いをさせていただきます。

【川内地区】
■日　時　　平成28年6月4日（土）
　　　　　　午前9時～午後5時
■場　所　　ルミエール孔明閣

【伊佐地区】
■日　時　　平成28年6月19日（日）
　　　　　　午前9時～午後5時
■場　所　　ルミエール伊佐忠元

【さつま地区】
■日　時　　平成28年6月26日（日）
　　　　　　午前9時～午後4時
■場　所　　ＪＡ北さつま本所3階大ホール
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板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ

ふるさと納税返礼品に
ＪＡ北さつまの農畜産物をご利用ください。

■人気商品 

いさひかり

■お薦め商品

ふるさと納税返礼品の申し込み・問い合わせは、さつま町・伊佐市・薩摩川内市の各役所へ

梅ちゃんスカッシュ

さつま米
（米・おこわセット）

たけのこ詰合せセット鹿児島黒牛「ＪＡ北さつま牛」セット

「薩摩のさつま」を全国の食卓へ

さつま町 伊佐市 薩摩川内
市


